
此

の
色

素

は
「
ク

ロ
ロ
フ
ォ
ー

ム
」
、

「
ア

セ
ト

ン
」
に
甚

だ
易
溶

に
し

て
、
「
エ
チ
ー

ル
、
メ
チ
ー

ル
ァ

ル

コ
ー

ル
」
、
「
ペ

ン
ゼ

ン
」
、

二
硫
化

炭

索

、

四
鹽
化

炭
素

に
と
け
、
「
エ
ー

テ

ル
」
、
「
ア

ミ
ー

ル
ァ

ル

コ
ー

ル
」
、

石
油
「
エ
ー

ナ

ル
」
に
は
難

溶
、
「
リ
グ

ロ
イ

ン
」
、

水

に
は
溶
解

せ

す

、
酸

性

に

て
赤

色
、
中

性

に

て
紫

色
、
「
ア

ル
カ
リ
し
性

に
て
は
青
色

を
呈

す

五

結

論

一
、
葡
萄
糖
及
び
澱
粉
を
炭
素
源
と
し
、
「
シ
ト

ス
ボ
レ
ラ
ダ

ム
ノ
ー
ザ
ァ
」

に
依

る
醗
酵
生
産
物
を
研
究
せ
り

二
、
醗
酵
生
産
物

と
し
て
は
「
エ
チ
ー

ル
ァ
ル

コ
ー

ル
」
、
「
フ
ー
ゼ

ル
」
油
、
「
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
」
、
號
珀

酸
及
び
酷
酸
を
槍
出
證
明
す

る

を
得

た
り

三
、
而
し
て
「
エ
チ
ー

ル
ァ
ル
コ
ー

ル
」
を
其

の
生
産

物
と
し
葡
萄
糖

一
〇
〇
瓦
よ
り
は
二
五
・
六
〇
瓦
、
白
米

一
〇
〇
屍
よ
り
は
七
・
〇
三

瓦
、
澱
粉

一
○
○
瓦

よ
り
は

一
〇
・
六
七
瓦

の
「
エ
チ
ー

ル
ァ
ル
コ
ー

ル
」
を
得
た
り

四
、
此

の
黴

の
生
産
す

る
色
素
に
就

て
は
後
日
登
表

せ
ん

終
り
に
當
實
験
を
行

ふ
に
あ
た
り
、
御
懇
篤
な

る
御
指
導
を
賜
り
し
農
學
博
士
高
橋
教
授
、
農
學
博
士
藪
田
教
授
に
厚
く
感
謝

の
意
を
表
す

(
昭
和
二
年
入
月
卅

一
日
東
京
帝
國
大
學
農
學
部
農
藝
化
學
教
室
に
於

て
)

醸
造
用
米
精
白
度

の
簡
易
測
定
法

北

海

道

帝

國

大

學

教

授

農

學

博

士

田

所

哲

太

郎

安

部

愼

本
項
は
大

正
十
五
年
十

ご
月

ご
十
三
日
の
寄
稿

に
係
う
も
の
な
る
も
、
記

事
輻
較

の
爲

め
掲

載
の
機

な
得

ざ
り
し
内

に
既

に
他

の
雑
誌
等

に
揚
載

ぜ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
、
事
に
斯
界

の
啓
沃

に
肝
要

な
る
を
以

て
茲
に
漸
く
幅
載
す
る
な
得

る
に
至
れ

る
も
の
な
り

(
編
者
記
)

學

術

醸
造
用
米
精
白
度
の
簡
易
測
定
法

三
七



學

術

醸
造
用
米
精
白
度
の
簡
易
測
定
法

三
八

醸
造
米
の
蛋
白
質
含
最

が
清
酒

の
品
質
上
重
要
な

る
關
係
を
有
す

る
事

は
精

白
米
の
醇
良
酒
を
生
す

る
事
實

に
徴

し
て
明

か
な
り
。
特
に

最
近

に
到
り
各
醸
造
家

が
競

ふ
て
醸
造
米
の
精
白
度
を
重

ね
以
て
醇
良
酒
を
醸
造
せ
ん
と
す

る
も
の
蓋
し
蛋
白
質
及
び
脂
肪
等
の
過
剰
成

分

を
除
去
す

る
の
目
的

に
外
な
ら
す

。
而
し
て
著
者

の

一
入

(1)
は
嚢

に
米
の
精
白
度
と
蛋
白
質
脂
肪
及
び
灰
み
含
量

と
の
關
係
を
研
究

し

更

に
蛋
自
質
を
四
種

に
區
別
し
其
變
化
を
精
査

せ
し
結
果
下

の
如
き
結
論
に
到
達
せ
り

(
1)

精
白
に
際
し
醸
造
米
の
主
要
成
分

即
ち
蛋
白
質
脂
肪
及
び
灰
分
中
最
も
多
量
に
消
失
す

る
も
の
は
脂
肪
及
び
灰
分

の
両
者
な
り

(2
)
 精
白
作
業
能
率
の
最
も
高
き
は
蒸
氣
杵
掲
に
よ
り
て

一
八
時
間
處
理
せ
し
時
に
し
て
、
最
も
變
化

の
多

き
脂
肪
及
び
灰
分

の
大
部

分
を
失
ふ
も
、
其
後
に
至
り
て
は
精
白
能
率
の
著

し
ぐ
減
少
す

る
こ
と
を
見

る

(
3)

三
要
成
分
中
精
白
に
際
し
糠
中

に
移
行
す

る
割
合
の
漸
減
的
な
る
も
の
は
蛋
白
質
よ
り
、
從

っ
て
之
を
精
白

度
の
指
標
と
す

る
事

を
得

べ
し

(
4)
 

米
の
蛋
白
質
に
四
種
あ
り
、
苛
性
曹
達
可
溶
性
の
も
の
最
も
多
量
に
し
て
食
盤
水
可
溶
性

の
も
の
之
に
次
ぎ
、
水
溶
性
及
び
「
ア
ル

コ
ホ
ル
」
可
溶
性
の
も
の
最

も
少
し
、
精

自
に
際

し
最

も
多
く
糠
中
に
移
行
す

る
も
の
は
苛
性
曹
達
液
可
溶
性

の
も
の
な
り
と
錐

も

精
白

に
よ
る
四
種
蛋
白
質
分
布

の
部
分
を
見

る
に
食
盤
水
可
溶
性
及
び
水
溶
性

の
両
者

の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
失

ふ
に
到
り
て
醸
造
用

米
精
白

の
目
的
を
達
せ
る
が
如
し

從
來
醸
造
用
米
精
白
度

の
鑑
定
は
全
く
當
業
者
が
肉
眼
的
方
法
に
よ
る
も
の
に
し
て
物
普
通

一
割
減

の
も
の
と

一
割

五
分
減

の
も
の
と
の

比
較
に
あ
り
て
は
何
人

も
判
定

し
得

べ
き
も
精
白
度
更

に
進

み
三
割
減

の
も
の
と
三
割
五
分
減

の
も
の
更
に
三
割
七
分
減

の
も
の
と
四
割

滅

の
も
の
と
の
比
較

に
到
り
て
は
到
底
肉
眼
鑑
定
に
よ
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。
然
も
現
今
表
面
と
の
欠
減
歩
合
即
ち
桝
減

り
の
み
に
依
り

て
精
自
度
を
判
定

す
る
の
誤
謬
多
き

こ
と
は
多
言
を
要
せ
ざ
る
所

に
し
て
之
を
理
化
學

の
基
礎
に
よ
り
て
判
定
す

る
こ
と
の
必
要
な
る
こ

と
明
か
な
り
。
而

し
て
前
述
の
如
く
精
白
の
目
的
然
も
醸
造
用
米
と
し
て
の
精
白
は
菅

に
脂
肪
、
灰
分
の
殆
ん
ど
全
部
を
除
去

す
る
の
み

な
ら
す
上
述
の
四
種
蛋
白
質
中
水
溶
性
及

び
食
鹽
水
可
溶
性
蛋
白
質

の
殆
ん
ど
全
部
を
失

ふ
を
以
て
程
度
と
す

る
が
如
し
。
蓋

し
苛
性
曹

達
可
溶
性
蛋
自
質
は
清
酒
の
醸
造
中
其
芳
醇
な

る
變
味
を
生
成
す

べ
き
原
料
た
り
得

る
も
前
述
の
溶
解
度
低
き
二
種
の
蛋
白
は
微
生
物
酵

素

に
よ
る
分
解
甚
だ
迅
速
に
し
て
火
落

の
原
因

た
る
も
の
な
り
と
考
察

せ
ら
る
、
が
故
な
り
。
同
事
項
は
醸
造
米
品
種
に
關
す

る
研
究
結

果
よ
り
吾
人

の
推
完
す

る
所
な
り
(
著
者
の
米
の
生
化
學
叢

書
第
八
巻
第

一
第

二
第
三
號
を
参
照
す

べ
し
)

而

し
て
醸
造
米
精
白
度

の
鑑
定
法
と
し
て
嘗
て
長
尾
氏
(
2
)
 の
報
告
す

る
も
の
を
見

る
に
立
米
殊
に
新
米
の
外
皮
中

に
は
過
酸
化
酵
素
の
存

在
す

る
も
の
に
し
て
、
之
が
残
存

の
程
度
を

P
a
r
ap
be
n
y
le
n
d
ia
m
in
の
呈
色
反
應

に
よ
り
て
判
定
す

る
こ
と
を
述

べ
た
り
。
同
法
は
理
化



學
的
簡
易
法
の
殆

ん
ど
唯

一
の
も
の
な
り
と
せ
ら
る
、
も
然
も
單
に
定
性
的
方
法

に
過
ぎ
す
し
て
未
だ
定
最
的
方
法
の
報
告
な
き
を
遺
憾

と
す
.
勿
論
純
理
化
學
的
見
地

よ
り
完
全
な

る
判
決
を
、行
は
ん
と
せ
ば
脂
肪
、
蛋

自
質
殊

に
水
溶
性
及
び
食
鹽
水
可
溶
性
兩
種
の
分
離
定

量
を
行
ひ
精
細

に
し

て
繁
雑
な

る
操
作
を
行
は
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
是
實

際
上
當
業
者

の
利
用
上
至
難

こ
す

る
虜

に
し

て
、
同
要
旨
を
行
は

す
し
て
簡
易
な

る
測
定
法
を
必
要
と
す

る
所
以
な
り
。
著
灘
は
米
四
種
蛋
白
質
の
理
化
學
性
の
差
異
を
研
究
し
(
3
)
 

食
鹽
水
可
溶
性
と
苛
栓

曹
達
可
溶
性
蛋
白
質

と
の
間
に
於

い
て
遊
離
「
ア
ミ
ノ
」
態
窒
素
上

に
差
異

あ
る
こ
と
を
登
見
し
之
を
精
白
度
に
關
す

る
試
験
結
果
と
封
照

し
て
次
に
述
ぶ
る
如
き
方
法
の
精
自
度
簡
易
測
定
法
と
し
て
便
値

あ
る
こ
と
を
認

め
下
の
如
き
試
験
を
行
ひ
た
り
。
尚
ほ
同
試
験

と
封
照

せ
ん
が
爲
め
水
溶
性
及
び
食
鹽
水
可
溶
性
窒
素
を
定
量
し
且

つ
長
尾
氏

の
定
性
試
験

を
も
併

行
せ
り
。
即
ら
次

の
如
し

簡
易
測
定
法
の
操
作

F
ree
 A
m
in
o

態

窒
素
定

量

法

脱
脂

せ

る
粉
欺

試

料
米

5g

を

内

容

Io
o
c
.c.
の
三
角
「
フ
ラ

ス

コ
」
内

に
探

り

0
.2
%

苛

性

曹
達
溶

液

50
c
.c.
を
加

へ

三
十
分

間
振

盪

す
、

室

温
に

一
書
夜

放
置

せ

る
後

一
五
分

問

の
逮

心
分
離

に
依

り

て
上
澄

液

を
勢

ち

英

の

2
0
c
.c
.
を
探

り

て
S
o
r
e
n
sn

氏

法
に
依

り

F
re
e
 A
m
im

態

窒
素

を
定

最

す
、

即

ち

2
0
c
.c
.
の
供
試

液
中

に
略
中

性

と
な

せ

る

F
o
r
nlald
eh
y
d
e

Io
c
,c
.
を

加

へ
直

に

n
/
2
5
鹽

酸

に
て
滴
定

し

p
h
e
nolp
h
th
a
le
in

の
色

全

く
溝

失

す

る
を
度

と
す

別

に
同

一
條
件

の
下

に
於

て

b
lan
k
 c
o
n
tro
l
を
行

ひ
結

果

を
補

正
す

る
を
要
す

中

性

F
o
rm
a
ld
e
h
y
d
e

の
調

整

法

市

販

の

F
o
rm
a
lin
 5
0c
.c
.

に
對

し

て

0
.
1%

の

P
h
e
n
o
l
ph
th
a
le
in
 5
0
%
 
a
lco
h
o
l
溶

液

Ic
.c.
を

加

へ
次

で
微

紅
色

と
な

る
迄

苛

性

曹
達

溶

液

に
て
中
和

し
使

用
す

べ
し

中

性

に
近

づ
き

た

る
時
色

餘

り

に
黄
色

を
呈

す

る
も
の
は

不
可

な
り

例

へ
ば
今

供
試
溶

液

2
0
c
.c.
に

F
o
rm
la
l
deb
y
d
e
 
10c
.c
.
を
加

へ
た

る
時

の
鹽

酸
滴
定

数

を

1
1.5
0c
.c
.

と
し
苛

性
曹
達

の
み

の
2

0
c
.c.

に

F
o
rm
a
ld
eh
y
d
e
 10
c
.c
.
を
加

へ
た
る

時

の
滴

定
數

を

2
3
.4
0
c
.c
.
と

す
れ

ば
其

の
差

1
1
.90
c
.c
.
は
供
試

溶

液
中

の

A
m
in
o
基

に
由

來
す

る
も
の
な

る

べ
し

而

し

て
五
勢

の

一
規

定

苛
性

曹

達

液

Ic
.c
.
は

F
ree
 A
m
in
o

態

窒
素

の

0
.0
0
28
g

に
相

當
す

る
も
の
な

る
故
前

記

の
差

邸
ち

二
十

五

分

の

一
規
定

鹽

酸

の

1
1.9
0
c
.c
.
を

是

に
換

算

し

て
窒

素

を
算
出

す

る
を
得

べ
し

實
験

結

果

は
第

一
表

に
示

す

が

如

し

學

術

醸
造
用
来
精
面
度
の
簡
易
測
定
法

三
九



學

術

醸
造
用
米
精
白
度
の
簡
易
測
定
法

四
〇

第

一

表

尚
対
照
の
爲

め
行
ひ
た
る

G
lo
b
u
lin
e
態
窒
素
及
び

A
lb
u
m
in
e
態
窒
素
は
次
の
如
く

し
て
求
め
た
り

G
lo
b
u
l
ine
態
窒
素

脱
脂

せ
る
供
試
米

4
蝉

を
内
容

10
0
c
.
c
.
の
三
角
「
フ
ラ

ス
コ
」
に
採
り

10
%

食
鹽
水
溶
液
4
o
c
.
c
.
を
加

へ
三
○

分
間
烈

し
く
振
盪
す
、

一
書
夜
室
温
に
静
澱
せ
る
後

一
五
分
間
遼
心
労
離
を
行
ひ
上
澄
液
2
0
c
.
c
.
を
探

り
更
に
残
澄
に
は
1
0
%

の
食
鹽

水
を
加

へ
前
同
様

に
振
盪

、
静
置
、
分
離
を
繰
返
し
上
澄
液
の
3
0
c
.
c
.
を
採
り
前

の

8
c
.c
.
と
合
し
て
同
時
に

R
G
d
d
a三

氏
法
に
依
り

て
窒
素
を
定
量
せ
り

A
l
bum
in
e
態
窒
素

供
試
米

の
4
g
.に
封
し
て
溶
媒
と
し

て
蒸
溜
水

の
4
o
c
.
c
.

を
用

ひ

A
l
bum
in
e
態
窒
素
を
算
出
す

る
事
全
く
G
l
obu
lin
e

態
窒
素

の
場
合
と
同

榛
な
り

更
に
著
者
等
は
長
尾
氏

の
記
載

に
依
る

P
a
ra
p
h
e
n
y
le
n
d
i
a
m
in

の
反
應
を
も
併

せ
行
ひ
た
り
。
即
ち
次
の
如
し

完
全
な
る
供
試
米

一
○
○
粒
を
蒸
發
皿
中
に
探
り
指
先
に
て
三
四
度
水
洗
せ

る
後

1
%

P
a
ra
ph
g
y
len
d
i
a
m
i
n
水
溶
液
(
盤
酸

に
て
酸
牲

と
な

せ
る
も
の
)
1
c
.
c
.

及
等
量
の
I
0%
酷
酸
曹
達
液
を
加

へ
掩
拝
し
次

で
市
販
の

O
x
y
f
u
l
l

を

二
倍
に
稀
繹
せ
る
も
の
0
.
5
c
.
c
.

を
加

へ

三
分
間
溶
液
を
動
揺

せ
る
後
三
三
同
水
洗
し
胚
部
の
呈
色

せ
る
も

の
を
算

へ
た
り

實
験
結
果
は
夫

々
第

二
表
、
第
三
表
、
第
四
表

に
示
す
が
如
し

第

二
表

G
lo
b
u
lin
e
態

窒
素



第

三
表

A
lb
u
m
in
e
態
窒

素

第

四
表

P
a
ra
p
h
g
y
len
d
ia
m
in
反

應

に
依

ろ
芽

殘

存
米

以
上
の
實
験
結
果
を
圖
示
す

れ
ば
夫
々
第

一
、
第

二
、
第
三
及
第
四
圖

と
な

る

Fig,1.

FREE AMINO-N

Fig.2.

GLOBULINE-N

Fig3.

ALBUMINE-N
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四

二

Fig. 4.

Paraphenylendiamin Reaction.

上

の
圖
表

を
通

覧
す

る
に
精

白

度

の
進

む
に
從

ひ

て

F
re
e
 A
m
in
o
態

窒
素

は
漸

数
減

少

し
行

く
も

の

に
し

て

か

ゝ

る
傾

向

は
又

G
lo
b
u
lin
e
態

窒
素

及

び

A
l
b
u
m
i
n
e
態

窒
素

に

於

て
も
見

る
を
得

べ
し

更

に

p
a
rap
h
e
n
y
len
d
ia
m
in

に

よ

る
呈

色

米

の
漸

減

も
同
機

の
傾

向

を
有
す

る
を

知

る

一
割

減

り

の

も
の
よ

り

二
割

七
分

五
厘
減

り
の

も

の
に
到

る

F
ree
 A
m
iｎo
態

窒
素

の
減

少
は

G
l
o
b
u
l
i

ne

態

窒
素

の
減

少

と
殆

ど
同

一
の
経

路
を

通
り

二
割

二
分

五
厘
減
り

の
も

の

よ
り
三
割

五
分

減

り
の

も
の

に
到

る

F
re
e
 A
m
in
o
態

窒
素

の
減

少

は

A
Ib
u
m
in
e
態

窒

素

の
夫

れ

と
同

一
の
経
路

を
通

る
が
如

し

さ

れ
ば
釀

造
上

忌

み
嫌

は

る
ゝ

A
lb
u
m
n
e
及

び

G
lo
b
u
l
i
m
e

の
減

少
す

る
割

合

は
軍

に

F
ree
 A
m
i
n
o態

窒
素

の
測

定

に

よ
り
て
推

知
し
得

る
も

の
な

り
。
o
ry
ze
n
i
n
e
中

の

F
re
e

A
m
in
o
態

窒

素

が

A
l
b
u
m
i
n
e
及

び

G
lo
b
u
l
i
n
e

中

の

F
re
e
 A
m
in
o
態
窒

素

に
比

し

て

高

き

に
拘

ら
す

A
lb
u
m
i
n
e及

び

G
l
o
b
u
l
i
n
e

の
減

少

に
從

ひ

て
苛

性

曹
達
溶

液
中

の

F
ree
 A
m
in
o
態

窒
素

の
減

少
す

る
事

よ
り
、
精

白
度

の
進

む

に
從

ひ

て
糠
中

に
移

行
す

る

苛
性

曹
達

液
可

溶
性

蛋
白

質

の

F
re
e
 A
n
in
o
態

軍
素

が
残

存
す

る

も
の

ゝ

F
re
e
 A
m
in
o

態
窒
素

よ
り
遙

に
高
き
を
推
定

せ
し
む

然
し
て
長
尾
氏
の
提
串
せ
る

p
a
r
a
p
h
e
n
y
le
ndia
m
in
反
應

に
よ
る
呈
色
米
の
減
少
も
上
述
せ
る
如
ぐ
稍
同

一
の
傾
向
を
示
せ
る
が
故
に
是

に
依
り
て
も
蛋
白
質
度
を
推
知
す

る
に
難
か

ら
す

單

に
定
性
的
の
目
的
な
ら
ば
滴
定

せ
る
醗
酸
の
濃
度
を

よ
り
稀
釋

せ
ば
可
な
り
。
單
に
滴
定
数
に
よ
り
て
も
同

一
の
結
果
を
得

べ
し

概

括

以

上

の
結

果

を
綜
合
す

る
に

一
、

苛

性
曹

達
溶

液

に

て
處

理

せ

る
溝

液

の

F
re
e
 A
m
i
n
o熊

窒

素

は
精

白

度

の
進

む

に
從

ひ
減

少
す

る
も

の
に
し

て
釀

造

上
有
害

と

さ

れ

た

る

A
l
b
u
m
i
n
e
及

び

G
l
o
b
u
l
i
n
e

の
減

少
と

よ
く

豆
致
す

る
故

に

F
re
e
 A
m
in
O
態

窒
素

の
定
量

を
以

て
標
準

と
な
す

を
得

二
、

三
割

五
分

減

り

に
到

る
も

尚

F
r
ee
 A
m
i
n
o熊

窒

素

A
lb
um
in
e
態

窒
素

及

び

G
lo
b
u
lin
e
態

窒
素

の
相

當
量

を
認

め
更

に
低
下

せ



ん

と
す

る
傾
向

を
有

す

る
が
故

に
更

に
精
白

度

の
進

め

る
も

の

に
關

し

て

の
研

究

を
要
す

る
も

の
な

り
.、

p
a
ra
p
h
en
y
len
d
ia
m
in

反
應

に
依

る
呈
色

米

の
敷

よ

り
見

る
も
此

の
必

要
を
知

る

三
、

p
a
ra
p
h
e
ny
le
n
d
ia
m
in

反

應

に
依

る
も
大
髄

精

白
度

の
進

度
を
認

知
す

る
事

を
得

(於
北
海
道
帝
國
大
學
農
學
部
生
物
化
學
教
室
)

(
大
正
十
五
年
十

二
月

二
十
三
日
受
稿
)

引

用

書
(
一
)

田
所
氏

。
渡
邊

氏

-
工
業
化
學
會
誌

大

正
十
二
年

七
月

(
二
)

長
尾
氏
-

釀
造
學
雑
誌

第

三
巻

第

八
號

大

正
十
五
年

三
月

(
三
)

田
所
氏
、
伊
藤
氏

日
本
農
藝

化
學
會

誌

第

二
谷

第

六
册

第
廿

一
號

大
正
十
五
年
六
月

酒 麥 る け 於 に 本 日

麥
酒
が
日
本

へ
渡

來
し
ぬ
の
は
、

イ
ツ
で

あ
る
か
、
確

六
る
據

る

と
こ
ろ
は

な

い
が
,
幕
末

の
頃
.
攝
州
有
馬

の
川
本
幸

民

と

い
ふ
蘭

醫
か
ら
始
ま

つ
六

と
言

ひ
傳

へ
ら
れ

て
居
る
。
そ
の
川
本
氏
碇
蘭
學
者
で
科
學
な
研
究
し

六
人
で
、

オ
ラ

ン
ダ
女
化
業
化
學

書
の
醗
課
者

で
あ
る
が
、
そ
の
書
中
峯
酒

の
事
が
書

い
て

あ

つ
た

の
で

一
種

の
興
味
な
持

つ
て
ゐ
た
所

へ
會

シ
嘉
永

六
年
、
提
督

ベ
ル
リ
の
率

ゐ
る
米
艦
が
浦
賀

に
來
航

し
れ

と
き
.選

ば
れ

て
逓
課
官

と
な
り
屡

シ
其

米
艦
に
出
入
し
て
客
酒

の
饗

應

に
な
つ
た
の
で
、
更

に
興
味
な
も
ち
、
逡

に
自
宅

の
庭
に
設
備
熱
し
て
楽
酒
の
試
釀
な
行

つ
表

と
い
ふ
の
で

あ
ろ
が
、
之
れ
以
外

の
事
蹟
は
残

つ
て

ゐ
な

駐
の
で
あ
る
。
正
確

に
知
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
は

明
治

の
初
年

英
國
人

の

コ
プ
ラ

ン
と

い
ふ
人
が
、
横
濱
市
山
手

町
で
峯
酒

の
製
造

私
初

め
、
天
草

ピ
ー
ル
と
銘

を
打

つ
て
費
田
し
六
の
私
我
國

麥
酒
釀
造

の
樺
輿

と
す
る
。
吋
プ
ラ

ン
の
目
的
は
在
留
外
人

に
供
給

す
る

に
在
り
、
叉
上
海
方
面

に
も
輸

出
し
表
が
、
内
地
消
費

と
は
没
交
渉
で
あ

つ
た
。

つ

い
で
明
治
六
年
、
山
梨
縣
甲
府

の
野
口

正
章

と

い
ふ
人
が
、
前
託

コ
プ

ラ

ン
秘
聰
し

て
楽
酒
釀
造
法

の
傳

授
な
受
け
、
巨
萬

の
資

を
投
じ
之
が
起
業
な
し

て
そ
の
翌
明
治
七
年

か
ら

「
三

ツ
鱗

」
と

い
ふ
商
標
な
附
し

て
始
め
て
そ
の
製
品
な
市
場

に
出
し

た
の
で
あ

つ

六
。
け
れ
ど
も
そ
の
年
産
額
僅

に
二
百

石
と

い
ふ
小
規
模

な
も
の
で
、
無
論

そ
の
技
術

も
幼
稚
な

も
の
で

あ
ら

う
が
、
と
に
か
く
日
本
最
初
の
釀
造
楽
酒

と
し

て

の
野
口
氏

の
功
績

と
「
三
ツ
鱗
」
の
名
は
永

遠
に
没
す

べ
き
で
無

い
。
尚

こ
れ
以
外

に
明
治
初
年
か
ら
始
ま

つ
れ
英
國
製

バ
ー
ス
ビ
ー

ル
や
猫
逸
製
並

に
米
國

製
の
麥
酒
が
年

と
と
も
に
盛

ん
に
鰍
入

さ
れ

れ
か
ら

。
之

に
刺
戟

さ
れ

て
明
治
九
年
以
後
、
麥
酒

の
醸
造
に
從
事
す

る
者
が
相
縫

い
で
起

る

こ
と
に
な

つ
れ
。

即
ち
明
治
十
年

九
月
,
開

拓
使
臨

に
よ

つ
て
北

海
道
札

幌
官

園
内

に
開

拓
使

ビ
ー

ル
醸
造
所
が
設
立
さ
れ

れ
が
、
是
は
北
海
道
産
大
峯

の
利
用
な
目
的

と
し

れ

も

の
で
興
難
費

六
干
四
百
圓
な
以
て
建
設
、
當

初
の
生
産
能
力
は
僅

に
二
百
石
で
あ

つ
た
が
、
同
十
四
年

十
月
に
は

そ
の
造

省
高
存
四
百
石

に
増
し
、
同
十
九

年

に
は
北
海
道
聴

の
設
置

と
と
も

に
大
藏
組

に
拂
ひ
下
ら
れ
て
民
間
で
経
螢

す
る

こ
と
に
な

つ
た
の
で

あ
る

(
麥
酒
通

の
話
)

學

術

釀
造
用
米
精
白
度
の
簡
易
測
定
法

四
三


